
 

 
 
 

  

 

 

中間テストに向けての家庭学習を始めましょう 

５月２６・２７日（木・金）の２日間、１学期中間テストが行われます。中学入学後の最初の定期テ

スト（中間・期末テスト）です。中学校での定期テストの大切さをしっかりと自覚し、学習に取り組みましょう。 

☆☆～テストの意味～（参考にしてみよう）☆☆ 

中学校では、学期に２回（３学期１回）の定期テストがあります。この定期テストには２つの意味があります。 

 まずひとつは、一定の期間に学校で学習したことが、どの程度自分に定着しているのかを知るためで

す。毎日の学習内容を自分に定着させるためには、「授業中の学習」と「家での学習」の両方が必要です。

授業中の学習は、先生方が事前に授業の計画を立てて、皆さんにとってわかりやすい授業を考えて行っ

ています。ですから、授業中の学習は、皆さんが計画を立てなくていいわけです。ところが、家での学

習は皆さんが計画を立て、実行しなければなりません。先に言ったように、「授業での学習」と「家での

学習」の両方が必要です。授業の学習が計画的であるのですから、「家での学習」も計画的でなければな

りません。すべて計画したことをやり遂げ、準備をしっかりとして、テストに臨んでください。 

 そしてもうひとつは、テストの結果や取り組み方をふり返り、今後の学習に生かすことです。テス

トもやりっ放しでは意味がありません。点数だけを見て、テストの答案用紙の内容を見なければ意味が

ないのです。○がついたところより、間違えたところやできなかった問題こそ、学習が定着していない

ことを自分に教えてくれます。そこが今後の学習でさらに補っていかなければいけないところなのです。

テスト後のふり返りについては、今後の学年だよりでお知らせします。 

☆☆テストまでにしなければいけないことは？ ☆☆ 

① テスト範囲の確認 

   教科書のページで示される教科が多いです。教科書のページに印を付けましょう。 

② テスト範囲のノートの確認 

   教科書とノートを開き、どんな授業をしてどんな学習をしてきたのか、大切な事柄は

何かを確認します。ノートに自分なりのマークを付けるなどすると良いでしょう。 

③ 重要な事柄を覚える練習 

   覚えるためには繰り返すことです。同じ１日の中で繰り返すことや、２・３日間を置いてから繰

り返すなどのパターンで覚える練習をしてみましょう。声を出しながら書いて覚えましょう。 

④ テスト範囲のワークやプリントの問題を解く 

    自分で時間を計って問題を解く、調べながらすすめるなど、問題を解きましょう。肝心なのは、

その後です。必ず答え合わせをして、間違えた問題の番号や、自分の力ではで

きなかった問題に印を付けましょう。 

⑤ 間違えた問題の見直し 

     間違った問題だけを繰り返し練習します。テストで同じ間違いをしないために

も、繰り返し、解けるようになるまでやりましょう。 
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先輩の計画表を参考にしよう 
１学期中間テスト前の５月１６日（月）～２６日（木）の１１日間、全校一斉にテスト計画を立て、

家庭でのテスト勉強に取り組ませます。１年生の皆さんは、１日平均３時間以上の１１日間合計３３時

間以上を目標に取り組みましょう。下記は、卒業したある生徒の計画表です。素晴らしい計画表ですね。

参考にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～保護者の皆様へ～ 

 本校の定期（中間・期末）テストは原則１日で実施しますが、今回の１学期中間テストは、先生方の

研究授業のため、２日間となりました。保護者の皆様にはご迷惑をおかけします。 


